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	第6回「関西建築家新人賞」審査講評
	2007年に第9回「関西建築家大賞」をいただいた縁で、今回審査委員長をさせていただくことになった。新人賞ということで住宅
	書類審査は2月28日にＪＩＡ近畿支部事務局のある綿業会館で行った。19点の応募作品から設計趣旨と図面、そして写真を見て慎
	現地審査は４月４日に行った。書類審査で写真を見て選んだ作品に現地で見るとがっかりさせられることもあると思うが、今回の4作
	「十月桜の家　堀部直子氏」
	周囲に対しては閉ざしながらも、十月桜を効果的に活かした中庭・テラスを設けて室内にさわやかに自然光を取り込んでいる。平面的
	「相楽舎Ⅱ　青木泰憲氏」
	図面と写真では読み取りにくかった良さが各所に見られた。設計趣旨にあるように「異なる工法と様々な材種や仕上げやテクスチュア
	「KI house　川村拓雄氏」
	定年後の夫婦が地元に戻って暮らすための家である。建築は伸びやかでモダンによくまとまっている。ディテールや様々な仕掛けも興
	「Belly House　畑　友洋氏」
	設計趣旨に京都市風致地区の都市景観統制のあり方に一石を投じるとあるが、そのわりには外観は平凡と感じた。それはそれでよいの
	以上4点の現地審査を終え討議の結果、審査員全員が「Belly House」を推挙し、今回は畑友洋氏を第6回関西建築家新人
	今後も畑氏をはじめ、応募者の皆様がさらに優れた作品を作り上げていくことを期待する。
	またこちらの指定した日時に住宅内を公開していただけるということは建築主と設計者の深い信頼関係が表れている。そのような関係
	審査にあたり新人賞における評価は技量や完成度が不十分であっても、何か人を引き付ける強さのあるものを選びたいと思った。そし
	「十月桜の家」は密集した住宅地に建つ2階建てのアトリエ付住宅である。外観はスマートで好感が持てた。唯一と言える開口からは
	「相楽舎Ⅱ」は地方都市の小さな町に建つ住宅である。敷地は都市部のように建物が建て込み周囲からの干渉が強い場所だった。建築
	「KI house」の敷地周囲の環境はとても良く、建築の与条件も整い大変恵まれていた。緑に囲まれた風景の中に馴染むように
	「Belly House」は京都の新しく開発された地域の主要道路沿いにある。この家でのコンセプト内容は言葉の表現をかえる
	審査において全ての作品を通して感じたのは、創り出すもののオリジナリティーが弱い事であった。受賞の有無に関わらず今回の応募

